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AIG は、AIG がアリコの売却で取得したメットライフのエクイティ証券の 
パブリック・オファリング価格の決定を発表 

  
 
ニューヨーク 2011 年 3 月 2 日― アメリカン・インターナショナル・グループ・
インク（「AIG」）は本日、AIG とその子会社のアリコ・ホールディングス・エル
エルシーが、アリコ・ホールディングス・エルエルシーが保有するメットライフ・
インク（「メットライフ」）の普通株式全ておよびコモン・エクイティ・ユニット
全てを、両証券について並行して実施されるパブリック・オファリングに基づき売
却するための引受契約を締結したことを発表しました。さらに、メットライフは、
アリコ・ホールディングス・エルエルシーが保有するメットライフ優先株式の自社
による買い戻しを可能にする効果がある自社の普通株式のプライマリー・オファリ
ング（上述の 2 つのオファリングと並行して実施される）のための引受契約を締結
しました。 
 
これらの売却の完了時は 2011 年 3 月 8 日に予定されており、基本的な取引完了条
件を満たすことが前提として、当該完了時に、アリコ・ホールディングス・エルエ
ルシーは、約 96 億ドル（費用を差し引く前の額）の総売却益を受け取る。当該売
却益は、アメリカン・ライフ・インシュアランス・カンパニー（「アリコ」）の売
却に関連するメットライフとの既存の契約に従い充当され、30 億ドルは、売却さ
れたコモン・エクイティ・ユニットの代替担保としてアリコの売却に関連し設置さ
れたエスクローに置くことが求められ、さらに、当該売却益は、アリコ・ホールデ
ィングス・エルエルシーおよび（AIG の別の子会社である）エーアイエー・オーロ
ラ・エルエルシーの優先持分の保有者である米国財務省との既存の契約に従い、か
かる優先持分の優先的分配権を返済するために、米国財務省への支払いにも充当さ
れます。 
 
アリコ・ホールディングス・エルエルシーは、アリコをメットライフに売却した際
にメットライフの有価証券を取得しました。AIG は、3 月 1 日、アリコ売却時に規
定されていた条件で予定されていたよりも早く AIG によるメットライフのエクイテ
ィ証券の販売のオファーを許可することにつき、メットライフが合意したと発表し
ました。 
 
これらの有価証券に関する登録届出書は米国証券取引委員会に提出済みであり、現
在も効力が存続しています。本プレスリリースは、メットライフのいかなる有価証
券の販売のオファーまたは購入のオファーの勧誘を構成するものではありません。
提案されているパブリック・オファリングは目論見書および追補目論見書のみによ
って行われます。かかるパブリック・オファリングの目論見書および追補目論見書
の写しは、ゴールドマン・サックス目論見書部門（200 West Street, New York, 
NY 10282、電話番号：1-866-471-2526、ファックス：212-902-9316 または
prospectus-ny@ny.email.gs.com に電子メールすることにより)、シティ(目論見書
部門宛 Brooklyn Army Terminal, 140 58th Street, 8th floor, Brooklyn, New 
York 11220 、 電 話 番 号 ： (800)831-9146 ま た は 電 子 メ ー ル ：
batprospectusdepartment@citi.com）およびクレディ・スイス目論見書部門（One 
Madison Avenue, New York, NY 10010、電話番号 1-800-221-1037）より入手可能
な時期に入手することできます。 
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本プレスリリースには、1995 年私募証券訴訟改革法(Private Securities 
Litigation Reform Act of 1995)において意味するところの「将来の見通しに関す
る記述」が含まれています。とりわけ、AIG がメットライフの普通株式およびエク



イティ・ユニットの売却を完了させ、またはメットライフが自社の普通株式の売却
を完了させるといった保証はありません。かかる記述は、将来における事象に関す
る AIG の考えを反映しており、AIG の予測に基づいています。かかる記述は、年度
末の会計を含む、リスクおよび不確実性にさらされています。米国の証券法が要求
する重要な情報の開示につき AIG が引続き負う義務を除き、AIG は将来の見通しに
関する記述につき、本プレスリリースの日付以降に生じた事象および状況を反映さ
せるために新たな情報を提供する予定はありません。 
   


